
 

 

令
和
五
年
六
月
二
十
七
日
受
領 

答

弁

第

一

二

一

号 
   
 

内
閣
衆
質
二
一
一
第
一
二
一
号 

 
 
 
 

令
和
五
年
六
月
二
十
七
日 

内
閣
総
理
大
臣 

岸

田

文

雄 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 

衆

議

院

議

長 
細

田

博

之 

殿 

  

衆
議
院
議
員
吉
田
は
る
み
君
提
出
性
教
育
に
関
す
る
政
府
の
認
識
と
計
画
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付

す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
吉
田
は
る
み
君
提
出
性
教
育
に
関
す
る
政
府
の
認
識
と
計
画
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
性
教
育
が
施
さ
れ
て
い
な
い
中
で
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お

答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
学
校
に
お
け
る
性
教
育
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
十

九
年
文
部
科
学
省
告
示
第
六
十
四
号
）
の
保
健
体
育
科
の
解
説
で
あ
る
「
中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
十
九
年
告
示
）

解
説 

保
健
体
育
編
」
（
平
成
二
十
九
年
七
月
文
部
科
学
省
）
に
お
い
て
、
「
思
春
期
に
は
、
下
垂
体
か
ら
分
泌
さ
れ
る
性

腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
に
よ
り
生
殖
器
の
発
育
と
と
も
に
生
殖
機
能
が
発
達
し
、
男
子
で
は
射
精
、
女
子
で
は
月
経
が
見

ら
れ
、
妊
娠
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
身
体
的
な
成
熟
に
伴
う
性
的
な
発
達
に
対
応
し
、

個
人
差
は
あ
る
も
の
の
、
性
衝
動
が
生
じ
た
り
、
異
性
へ
の
関
心
な
ど
が
高
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
異
性
の
尊
重
、

性
情
報
へ
の
対
処
な
ど
性
に
関
す
る
適
切
な
態
度
や
行
動
の
選
択
が
必
要
と
な
る
こ
と
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
」
と

記
述
す
る
な
ど
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
適
切
に
指
導
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
人
権
で
あ
る
「
性
と
生
殖
の
権
利
」
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
尋
ね



 

２ 

 

に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
「
第
五
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
（
令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日
閣

議
決
定
）
に
お
い
て
、
「
心
身
及
び
そ
の
健
康
に
つ
い
て
、
主
体
的
に
行
動
し
、
正
確
な
知
識
・
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
は
、

健
康
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
た
め
に
必
要
で
あ
る
。
特
に
、
女
性
の
心
身
の
状
態
は
、
年
代
に
よ
っ
て
大
き
く
変

化
す
る
と
い
う
特
性
が
あ
り
、
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
」
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
）
の
視

点
が
殊
に
重
要
で
あ
る
。
」
と
し
て
お
り
、
当
該
視
点
を
踏
ま
え
た
生
涯
に
わ
た
る
男
女
の
健
康
の
包
括
的
支
援
と
し
て
、

成
育
過
程
（
成
育
過
程
に
あ
る
者
及
び
そ
の
保
護
者
並
び
に
妊
産
婦
に
対
し
必
要
な
成
育
医
療
等
を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る

た
め
の
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
百
四
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
「
成
育
過
程
」

を
い
う
。
）
に
あ
る
者
等
に
対
し
、
必
要
な
成
育
医
療
等
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
「
成
育
医
療
等
」
を
い
う
。
）
を
切

れ
目
な
く
提
供
す
る
た
め
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
な
ど
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
必
要
な
取
組
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
二
〇
一
九
年
国
連
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
」
に
よ
る
「
思
春
期
の
女
子
お
よ
び
男
子
を
対
象
と
し
た
性
と
生

殖
に
関
す
る
教
育
が
学
校
の
必
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一
部
と
し
て
一
貫
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
」
と
の
勧



 

３ 

 

告
に
お
け
る
「
性
と
生
殖
に
関
す
る
教
育
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に

せ
よ
、
当
該
勧
告
は
、
法
的
拘
束
力
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
（
平
成
六
年
条
約
第
二
号
）
の

締
約
国
に
対
し
、
当
該
勧
告
の
内
容
に
従
う
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
理
解
し
て
い
る
。 

 
 

な
お
、
一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
学
校
に
お
け
る
性
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
て

適
切
に
指
導
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
「
性
犯
罪
・
性
暴
力
対
策
」
以
外
の
範
囲
」
の
具
体
的
な
範
囲
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
生
命

（
い
の
ち
）
の
安
全
教
育
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
指
導
の
手
引
き
」
に
お
い
て
、
そ
の
目
標
を
「
性
暴
力
の
加
害
者
、
被

害
者
、
傍
観
者
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
生
命
の
尊
さ
を
学
び
、
性
暴
力
の
根
底
に
あ
る
誤
っ
た
認
識
や
行
動
、

ま
た
、
性
暴
力
が
及
ぼ
す
影
響
な
ど
を
正
し
く
理
解
し
た
上
で
、
生
命
を
大
切
に
す
る
考
え
や
、
自
分
や
相
手
、
一
人
一
人

を
尊
重
す
る
態
度
等
を
、
発
達
段
階
に
応
じ
て
身
に
付
け
る
。
」
と
し
て
お
り
、
現
時
点
で
は
、
こ
れ
を
変
更
す
る
予
定
は

な
い
。 


